
                                       

  
 
 
 

 
 

  

 １年生が入学し、１週間が経ちました。生徒の様子を見ていると、２、３年生が先輩として、１年生へ範を示す

ように、自覚をもって行動しているように見えます。また、１年生も落ち着いて学校生活を送っています。 

４月７日の始業式では、２・３年生だけでしたが、以下のことをお願いしています。３年生をリーダーとした縦

割り機能を高めるために、ヒトの体の部分に例えて話をしてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１１日（金）、新１年生を対象に「部活動紹介」「生徒会入会式」「歓迎行事」

を行いました。 

部活動紹介では、本校に設置している部活動が、練習の様子を少しだけ披露し、１年

生の入部を募集しました。 

次の生徒会入会式では、生徒会役員が作成したプレゼンテーションをもとに、学校で

の生活心得等を丁寧に説明しました。生徒会役員も、読み原稿を見ずに、覚えて伝える

習慣が身についてきました。 

歓迎行事では、各学級の絆が深まるようなイベントが準備されており、盛り上がり

ました。学級対抗長縄跳びでは、３年１組が２００回を超え、優勝しました。みんなで

楽しんだ後は、運動場で弁当やおやつを食べ、楽しそうでした。特に１年生にとっては、

１週間の緊張の疲れが、少し癒されたというところでしょうか。 
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３年生が学校の顔と言われるように、学校がより良い方向へ進むためには、３

年生のリーダーシップにかかっている。３年生をヒトの体の器官で例えると「心

臓」にあたると思う。なぜ、「心臓」を選択したかというと、体の中で最も大切な

器官で、「心臓」が止まれば、すべての体の機能が停止してしまうからである。言

い換えれば、３年生がリーダーシップとしての役割を止めれば、学校の機能が停

止してしまう。だから、今年度の深中の成長は、３年生の動きにかかっている。 

もちろん、２年生も大切な学年である。２年生には、体の「血液」を選択する。

「血液」には、体全体に色々なものを運び届けるという大切な役割がある。また、

「血液」は、必ず心臓を出て、心臓へ戻ってくることから、３年生と２年生は切り離

すことができない関係でもある。３年生の志や思いを１年生へ届けることができ

るかは、「血液」の働きと同じように、２年生にかかっている。 

早速、２・３年生の掲示板には、始業式で発した私の言葉が、学年目標にも引

用され、先生方に感謝するとともに「R7チーム深中」発動です。 


